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糖尿病の冶療では食事療法が最も有効で、とれによって高血糖1措が是正され

る症相IJカり〉なくない。食事療法では必要エネルギーを定め、ごのエネルギーを糖質、

脂質、蛋白質に配分し、さらに一日の時間的配分をも考えるが、実施に当たっては食

品交換表が広く用いられている。ごの中では食品はその栄養紬茨により 6表に分けら

れており、牛乳および乳製品は表4としてまとめられている。食事療法の指導に当

たっては表4を一日 1単位以上とるごとをすすめている。そごで今回は糖尿病患者が

実際にと事の租度牛乳を摂取しているのかについて調査を行った。調査の対象としたの

は東北厚生年金病院内手ヰタネ雨量院中の糖尿病患者である。その結果は表1に示すよう

に、年令別にみると60才未満の59名では56名 (94.9%)が飲用しているのに対し60才

)"A上の53名では44名 (83.0%)で、 60才未満に指導通りに飲んでいる者が多い。また

↑生別では全年齢についてみると男性は55名中51名 (92.7%)に対し女性57名中49名

(84.2%)と女性に飲用しない者が多く、とくに女性だけについてみると60才未満で

は30名中29名 (96.6%)が飲用しているに対し60才以上では27例中20#lJ(74.1%)と

飲用率が低くなっている。また60才ιL上の女性を除外した85名では80名 (94.1%)が

飲用しているごとになる。また牛手L飲用量についてみると、一日 200m1以下のものは

100名中21名、一日 200m1のもの56名、一日400m1 のもの20名、一日 600m1~ 800m1 

のもの3名であった。

小括.

糖尿病患者では食事療法として牛乳を飲用している者がおよそ90%で、飲用しない
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者は60.才以上の女性に多く、それを除くと常用の指噂はほぼ遵守されていると思われ

る。

2.牛乳飲用時間と血糖値および血清トリグリセリッド値

糖尿病の治療では血糖の日内変動曲線が生理的変動或lご近い部分があってその変

動幅が小さいごとが目標とされる。糖尿病患者のうち経口血糖降下剤やインスリンを

用いているものでは、それらによる低血糖が起ごらないごとか求められ、とのために

食事および間食に占める糖質量の配分に工夫がなされる。今回は、牛説飲用の時間的

差異が血糖日内変動にどの程度影響するかについて検討するために、牛乳 200mlを同

一人に朝食後に飲用した場合と昼食後に飲用した場合とについて比較した。なお血清

トリグリセリッドも同時に測定しその変動をも上t建立した。

その成績は表2に示すように症例によって可なりの変動がみられた。そごで傾向を

みるために朝食前値を 100としてそれに対する変動の割合としてみると表3にみるよ

うに朝食後飲用のときは朝食後1時間後の血糖上昇均1少なく、昼創愛飲用の時はやは

り昼食後1時間後の血糖上昇州冷い傾向が見られる。またトリグリセリッド億の変

動も同様にしてみると、朝食後飲用時には昼食後飲用時に較べて夕食前のトリグリセ

リッド値州民く、昼食後飲用時には就閣寺より深夜にわたりトリグリセリッド値刺底

値となる傾向がみられた。しかし個々の症例ではその動きは多様であるので、さらに

多数例について検討する必要がある。なお消化管ホルモン、インスリンなどの変動は

症例により異なり、より多数例についての検討が必要と思われた。

小括

牛乳 2日Om1を朝食後および昼創造に飲用させた場合の血糖およびトリグリセリッド

値の変動は大きいものではないが、ごれによってインスリン使用時などに血糖目内変

動曲線を平坦になしうる可能性が示唆された。

3.消化性漬費量の治癒と牛手凶欠用習慣

消イと性潰療の湖東法として牛乳を多飲するSippyの治療法がある。今回牛手飲用習
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慣のある場合には、無い場合に較べて消化性演蕩の治癒が異なるか否かをみるために

調査研究を行った。この調査は東北地区で行われた。消化性潰携のシメチジンによる

治療臆床研究の折りに実施した。対象は16才以上65才までの胃および十二指腸潰傷患

者 346名で、調査方法は主治医による牛乳、アルコール、コーヒー、タバコなどの常

用習慣の有無について問診を行ったものを集計した。問診は消化性漬毒事の治療に先

立って行なわれた。なお消化的貴療に対する治療はシメチジン一日 800mgを朝食後と

就寝前に分服させ、治療開始8週日の時点で内視鏡によりj貴療の治癒状態を観察し

た。

その鵬賓は、表4に示すように4週自の時点で治癒していた 295名と、まだ治癒に

至らなかった51名とについて比較してみると、牛手l飲用習慣は湖親宇に有意に多いの

がみられた。またアルコール飲用習慣も治廟宇に有意に多かったが、コーヒーの飲用

習慣、喫煙習慣については有意の差はみられなかった。消化↑岳鼻持善治療中にも牛乳の

飲用は継続されていたのであるから、牛乳は漬療治療に有用であるということができ

る。またアルコール常用習慣が良好に景発撃したことは、アルコール常用によるストレ

スに対する感受の緩和という原因カ巧午用したことが考えられる。

小括

牛季l飲用はf則自信貴療の治癒に有用である。

まとめ

糖尿病患者では食事療法として牛乳を常用しているものが多いζとが明らかになっ

たが、その蹴磨ならびに腸管運動に及ぼす景漕については更に

る。
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表1.糖尿病患者の牛乳飲用者数
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表2.血糖および血紫トリグリセリッド日内変動と牛乳飲用

54M(CM) 58F(AT) 56M(AT) 5 6 M(SM) 

1 3. 75-0-2. 5 1 10-0-6 1 30-0-10 1 16日4

TG  PG TG  PG TG  PG TG PG 

糟

盤

幽

7 188 145 86 195 83 94 69 140 

194 169 91 251 81 201 68 217 自

174 175 91 152 72 181 66 165 1 1 

188 227 94 153 64 126 148 156 1 3 

154 145 106 203 59 120 72 134 1 7 

215 138 92 318 81 179 97 111 1 9 

朝

食
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表3.牛乳飲用と血糖値および血清トリグリセリッド値の変動(%)

血植の変it量 血清トリグリセh ド劃ヒ量

時刻 朝食時飲用 昼食時飲用 朝食時飲用 昼食時飲用

7 : 0 0 100 1 0 0 100 1 0 0 

900  145 166 104 9 9 

1 1 0 0 1 1 9 132 106 9 2 

13: 0 0 1 4 0 108 127 127 

1 7 : 0 0 104 102 9 8 105 

19: 0 0 122 138 112 123 

2 1 : 0 0 113 150 1 1 2 1 0 3 

2 4 : 0 0 9 8 9 7 145 8 9 

7 : 00 8 5 9 9 9 4 1 1 0 

表4.消化性潰潟8週治癒群と非治癒群における牛乳飲用習慣などの比駿

曹三rt賃 す台頭車主君羊(295伊U) ;::H王手台頭重量君学 (51伊U) p 

牛乳を飲む 7 1 (24.1%) 4 ( 7.8%) く0.01

アルコールを飲む 1 3 9 (47.1目) 1 3 (25. 5%) く0.05

コーヒーを飲む 2 0 (6.8%) 3 ( 5.8%) n s 

タバコを吸う 1 3 3 (45. 1%) 2 9 (56.8%) n s 
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